
　　　　

6 年 9 月 27 日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

事業所名 シャイニー　　児童発達支援 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念 関わる全ての人へ笑顔を届ける

支援方針
・支援する子どもたち１人１人の目標を共有し、一貫性のある支援を行います。
・利用していただく子供たちはもちろんご家族にも寄り添った支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

　・全身状態を安定させ、基礎体力の向上を図る
  ・生活リズムや睡眠リズムの安定がもたらす影響（メリット）を本人、保護者と共有していく
　・身辺動作に必要な動作能力の向上を図る

　・一人一人に合わせて難易度調整を行い、成功体験を積み重ねていく
　・理学療法士、作業療法士を中心に、個別活動、集団活動それぞれの中で活動設定を行う
　・持続的な姿勢保持の獲得を図り、体の土台作りを行う
　・安定した動作やボディイメージの向上を図りながら、転倒など怪我のリスクを軽減していく
　・運動経験や感覚受容など様々な経験の場を提供していく

　・本能行動から理性を持った行動へと移行できるように支援する
　・物や言葉など様々な概念形成を行っていく

　・言語聴覚士を中心に、口や舌の動きに対して個別的なアプローチを行う
　・二項関係や三項関係を確立していきながら、非言語・言語でのコミュニケーション力へとつなげていく
　・概念形成を行いながら、語彙数の向上を図っていく
　・伝える力を養っていく

　・個別から小集団、小集団から集団へと段階を追った支援を提供していく
　・利用児一人一人に合わせた関わりを行っていく
　・相手の表情や周囲の状況などへの気づく力を育んでいく

主な行事等 夏祭り、親子レクリエーション、屋外活動、説明会等、各季節に合わせた活動

家族支援
・保護者に活動を見学していただき、活動に対してや自宅での様子などを共有
する時間を設ける
・必要に応じて相談支援を設け、保護者が相談しやすい環境作りを行う

移行支援
・困りを減らしていきながら楽しく園での生活を送っていけるよう活動
や関わりを行っていく
・年長児の利用児や保護者に対して、就学に向けての支援も行う

地域支援・地域連携
・保育園・認定こども園・幼稚園への見学を行い、日常生活を把握して支援に
繋げたり関係機関との連携を図っていく

職員の質の向上 　定期的な事業所内での研修や、外部研修への参加の場を設ける


